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ウェルフェス 2018 ご報告

　ウェルフェス 2018、今年も大盛況のうちに終わりました！

　ロンド 2 号館前では、焼きそばやかりん弁当、豚汁、ひこばえパンとぐらすかわさきさんの野菜販

売を行ないました。焼きそばは女性の細腕で 100 食焼き切れるだろうか…と不安もありましたが、男

性ボランティアさんが力強い腕さばきでジュウジュウと焼いてくれました。売れ残るかな…という不安

もなんのその、あっという間に売り切れてしまいました。

　CafePOP! では、CafePOP ！のカフェや営業、筆ペン

アートで Xmas カードづくり、東北物産、RONDO 染物、

icare さんのコーヒーやオリジナルグッズの販売など盛り

だくさん。人の出入りが絶えることなく、とてもにぎや

かでした。

　2 号館 2F では、今年も楽しい「みんなの演芸会」を開

催！アリトモちゃんの歌と紙芝居、ミュージックベル演

奏、福井聖子さんのタップダンス、そして最後はロンド

のゆかいな仲間たちのバンド演奏でした。

　2 号館前での COGY 体験試乗会も、みなさん興味深々。半信半

疑で乗ってみると軽いペダルさばきに「おぉ〜！」と感動の声が

自然と出てしまうのでした。

　今年は家族での参加が多く、あ

ちこちで久しぶりの再会を喜んだ

り、懐かしがったり…という風景

があちこちで見られました。

　準備から片付けまで、ボラン

ティアさんはじめ、みなさまご協力いただきありがとうございました！

　今年、またウェルフェス 2019 でお会いしましょう♪

トワイライト POP ！予告

2019 年最初のトワイライト POP ！は、1 月 25 日（金）
17 時半～、「コエダイ r合唱団」です！
特殊な発声を使った世界中の合唱を演奏する日本・東京の合
唱団。トゥバ共和国の「ホーメイ (khomei)」、イタリアはサ
ルデーニャ島の「テノーレス」、モンゴルの「オルティンドー」
等の特殊発声を使った演奏を行っている。どこから、どうやっ
て声を出しているのか摩訶不思議な声、見事なハーモニー
と音の響き。唯一無二の合唱団の皆さんが、トワイライト
POP ！でライブを開催。皆さん、ぜひ来てくださいね♪ 「コエダイ r合唱団」（１月 25 日（金）17 時半～）
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今年も「ほっこり、ゆっくり、まったり」の時間
をお届けできるよう、元気に営業致します。皆さ
まのご来店、お待ちしています♪（七川・宇野）

ＰＯＰ

児童デイでは、主に２才すぎから医療的
ケアのあるお子さんも一緒に楽しんでい
ます。家庭的な雰囲気で安心して過ごせ
るように心がけています。（小塚）

児童発達支援重症心身障害児放課
後等デイサービス重症心身障害児

昨年はご家庭の皆様とお話しながら歩んだ一年でした。
ご家庭とお話し、子どもさんたちがにこにこ Sai に来て、
お子さんたちの心をスタッフが一生懸命聞いて、感じ取
る。今年も素敵な一年にしたいと思います。（高橋典之）

放課後等デイサービス Sai

みなさんにとっての「居場所づくり」を
今年もメンバーのみなさんとともに作り
上げていきたいと思います。（佐藤）

地域活動支援センターＧＤＰ

今年度より消防法その他の関係により、場所が
限定され一室のみになっています。ご要望にお
応えできず、申し訳ありません。（遠藤）

短期入所

障害福祉サービス利用には、支給決定が必要
です。その決定には、サービス等利用計画が
必須なのです。つまり、その決定の根拠を示
すのが、サービス等利用計画です。ただ、作
ればよいというものではなく、そこにはストー
リーがなければなりません。もっともっと良
い計画を作成していきたいです。（五十嵐）

相談センター「ＧＤＰかわさき」

あけましておめでとうございます。今年
は新人ドライバーさんが１名加わりま
す。安全、安心を合言葉に、心地よい送
迎を提供できますよう努めますのでよろ
しくお願いいたします。（兼康）

送迎部・福祉有償運送

2019 年も入居者さんがより良い生
活が送れますよう色々な方と連携し
つつスタッフもより気を引き締めて
支えていきたく思います。（高梨）

マーチ

今年も 2 号館、cafePOP! で活躍します。
応援よろしくお願いいたします！（宇野）

LiveLifeHousePOP!＆RONDO! 2019

居宅介護・行動援護・重度訪問介護・
移動支援・通学通所・あんしんサポート

地域生活の支援、がんばります。（遠藤・谷）

病気や障がいがあっても、地域での生活を豊か
に過ごすこと。そして家族もまた一人の人間と
して豊かな生活を送ること。…今年も愚直なま
でに、このコンセプトを大切にします。（前田）

療育ねっとわーく川崎
サポートセンター

ひまわり荘
干支と年号の締めくくりの年となりました。社会は
どのように変化しても、やるべき事は変わらず１日
１日を大事に刻んで行こうと思います。（坂井）

ほんのり短いひとときですが、皆が安心
してホッと一息つけるよう、スタッフ一
同皆様に寄り添って参ります。（七瀬）

成人のクラブ　日中一時預かり

明けましておめでとうございます！
ROCK! は今年 8 年目！猪突猛進で
す！ウリボー達と一緒にロックン
ロールするぜ〜 ‼（有友）

ROCK!


